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日経平均の日足チャート

人手不足は更に深刻化する

建設と物流の人材不足を救え!

派
遣
や
Ｊ
Ｒ
、
内
航
海
運
な
ど

「２０２４年問題」対応急務

　

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
時
間
外
労
働
を
め
ぐ
る
上
限
規
制
が
厳
格

化
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
２
０
２
４
年
問
題
」
へ
の
対
応
に
建
設
関
連
と

物
流
業
界
が
苦
慮
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
か
ら
脱
却
し
経
済
活
動
が
活

発
化
す
る
中
で
両
業
界
と
も
受
注
は
拡
大
の
一
途
だ
が
、
そ
の
半
面
、

就
業
者
の
高
齢
化
や
就
業
人
数
の
減
少
が
進
み
、
長
時
間
労
働
が
常
態

化
す
る
中
で
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
抜
本
的
な
対
応
を
行
わ

な
い
と
経
済
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
確
実
で
、
株
式
市
場
で
も
建
設

と
物
流
の
人
材
不
足
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
企
業
が
注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

　

「
２
０
２
４
年
問
題
」

で
は
、
従
業
員
の
時
間

外
労
働
の
上
限
は
月
４

５
時
間
、
年
３
６
０
時

間
が
原
則
と
な
る
。
１

人
あ
た
り
の
労
働
時
間

が
削
減
と
な
る
こ
と
か

ら
、
従
来
の
業
務
を
よ

り
多
く
の
人
数
で
こ
な

さ
な
く
て
は
な
ら
な
く

な
り
、
人
員
の
増
強
は

待
っ
た
ナ
シ
だ
。
因
み

に
直
近
で
は
２
０
２
５

年
に
開
催
予
定
の
大

阪
・
関
西
万
博
の
パ
ビ

リ
オ
ン
建
設
が
進
ん
で

い
な
い
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

建
設
費
が

高
騰
し
て

い
る
こ
と

に
起
因
し

て
る
が
、

資
材
高
は

も
と
よ
り

建
設
に
従

事
す
る
人

材
が
不
足

し
て
い
る

こ
と
も
一

因
で
、
業

界
に
精
通

し
て
い
る

人
材
会

社
が
注

目
さ
れ

そ
う
だ
。

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
２
４
１

５
）…

教
育
事
業
を
中

心
に
人
材
・
介
護
事
業

を
展
開
す
る
が
、
近
年

で
は
建
設
業
界
向
け
の

人
材
紹

介
が
伸

び
て
い

る
。

　

ウ
イ

ル
テ
ッ

ク
（
７

０
８
７
）

…

製
造

請
負
・

派
遣
、

建
設
技

術
者
派

遣
を
展

開
、
建

設
派
遣

で
は
イ

ン
フ
ラ
保
守
が
伸
び
て

い
る
。

　

ナ
レ
ル
グ
ル
ー
プ

（
９
１
６
３
）…

７
月

２
１
日
に
グ
ロ
ー
ス
上

場
、
建
設
技
術
者
派
遣
、

Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
派
遣

を
手
が
け
る
。

　

一
方
、
物
流
で
は
ド

ラ
イ
バ
ー
の
人
員
増
は

容
易
で
は
な
く
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
（
９
０
２
０
）

や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
（
９
０

２
１
）
の
な
ど
の
Ｊ
Ｒ

各
社
や
栗
林
商
船
（
９

１
７
１
）
な
ど
の
内
航

海
運
な
ど
が
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
関
連
と
し
て
注

目
さ
れ
よ
う
。
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７
月
第
３
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

チェックした好決算銘柄狙う

　

前
週
の
東
京
市
場
は
中
銀
ウ
ィ
ー
ク
で
不

安
定
で
し
た
が
、
反
発
し
ま
し
た
。
日
経
平
均

は
前
の
週
か
ら
４
５
４
円
上
昇
し
て
い
ま
す
。

海
外
報
道
で
日
銀
金
融
政
策
へ
の
警
戒
感
が

後
退
し
た
こ
と
か
ら
週
明
け
２
４
日
は
大
幅

高
、
２
５
、
２

６
日
は
様
子
見
に
小
幅
に

続
落
し
ま
し

た
が
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
は
予
想

通
り
０
・
２

５
％
の
利
上
げ
が
決
め
ら

れ
た
も
の
の
、

織
込
み
が
進
ん
で
い
た
こ

と
も
あ
っ
て

米
国
株
は
落
ち
着
い
た
反

応
で
、
２
７

日
は
大
幅
に
上
昇
し
ま
し

た
。
週
末
２

８
日
は
日
銀
会
合
を
巡
り

乱
高
下
し
ま

し
た
が
、
下
げ
幅
を
縮
め

常
識
的
な
下
げ
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

日
銀
会
合
で
は
、

０
・
５
％
を
め
ど
に
一
定

の
長
期
金
利
上
昇

を
容
認
し
ま
し
た
。
た
だ
、

大
規
模
緩
和
政
策

の
修
正
は
遅
か
れ
早
か
れ

行
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
場
の
受
け
止
め
は

冷
静
で
押
し
目
買

い
意
欲

の
強
さ
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

週
明
け
は
底
堅
く
堅
調
な
展
開

が
予
想
さ
れ
、
チ
ッ
ク
し
た

好
決
算
銘
柄
を
積
極
的
に

狙
う
考
え
で
す
。 

花
咲 

翁

Ｄ
Ｄ
グ
ル
ー
プ
が
Ｓ
高

１
Ｑ
黒
字
浮
上
し
通
期
上
方
修
正

ＤＤグループの日足チャート

　

連
休
明
け
１
８
日
、

Ｄ
Ｄ
グ
ル
ー
プ
（
３
０

７
３
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
４
年
２
月
期
第
１
四

半
期
の
連
結
決
算
は
、

営
業
損
益
１
１
億
４
０

０
万
円
の
黒
字
（
前
年

同
期
比
３
億
３
７
０
０

万
円
の
赤
字
）
に
浮
上
、

通
期
予
想
を
１
５
億
２

４
０
０
万
円
の
黒
字
か

ら
２
２
億
５
０
０
０
万

円
の
黒
字
（
前
期
比
４
・

８
倍
）
に
上
方
修
正
し

た
。
人
流
回
復
に
よ
り

飲
食
・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
事
業
の
既
存
店
売

上
高
が
予
想
以
上
に
拡

大
、
原
価
率
や
販
管
費

の
抑
制
も
進
ん
で
い
る
。

古
野
電
増
額
で
97
％
増
益

　

古
野
電
気
（
６
８
１

４
）
が
急
伸
、
年
初
来

高
値
を
更
新
し
た
。
２

４
年
２
月
期
の
業
績
予

想
の
修
正
を
発
表
、
連

結
売
上
高
で
９
７
０
億

円
か
ら
１
０
０
０
億
円

（
前
期
比
１
９
・
５
％
増
）

へ
、
営
業
利
益
で
２
０

億
円
か
ら
３
０
億
円
（
同

９
６
・
９
％
増
）
へ
上

方
修
正
、
期
末
配
当
を

１
０
円
か
ら
１
５
円
（
前

年
同
期
１
５
円
）
へ
引

き
上
げ
た
。
欧
米
、
ア

ジ
ア
を
中
心
に
海
外
で

の
販
売
が
好
調
に
推
移

し
て
い
る
。

テラスカイ33％減益

 
 

　

テ
ラ
ス
カ
イ

（
３
９
１
５
）
が

大
幅
続
落
。
２
４

年
２
月
期
第
１
四

半
期
の
連
結
営
業

利
益
１
億
円
（
前

年
同
期
比
３
２
・

８
％
減
）
と
大
幅
減
益

で
着
地
、
通
期
予
想
１

１
億
１
０
０
万
円
（
前

期
比
２
・
２
倍
）
の
未

達
成
が
警
戒
さ
れ
た
。

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
が

伸
び
て
い
る
が
、
先
行

投
資
が
収
益
を
圧
迫
。

ムゲンエス上方修正増配
　

１
９
日
、
ム

ゲ
ン
エ
ス
テ
ー

ト
（
３
２
９
９
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
、

年
初
来
高
値
を

更
新
し
た
。
１

８
日
の
取
引
終

了
後
、
２
３
年

１
２
月
期
の
業

績
予
想
の
修
正

を
発
表
、
連
結

売
上
高
で
４
５

８
億
６
５
０
０

万
円
か
ら
４
６

１
億
３
９
０
０

万
円
（
前
期
比

４
７
・
７
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
３
６
億
２

５
０
０
万
円
か
ら
４
６

億
３
２
０
０
万
円
（
同

５
５
・
６
％
増
）
へ
上

方
修
正
、
期
末
一
括
配

当
を
３
２
円
か
ら
４
３

円
（
前
期
２
０
円
）
へ

引
き
上
げ
た
。
不
動
産

買
取
再
販
の
好
調
が
継

続
さ
れ
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
出
尽
く
し
感

　

Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
（
６
８
６

６
）
が
急
落
。
１
８
日

引
け
後
に
発
表
し
た
２

３
年
１
２
月
期
第
２
四

半
期
累
計
の
連
結
決
算

は
、
経
常
利
益
４
７
億

３
１
０
０
万
円
（
前
年

同
期
比
３
９
・
１
％
増
）

と
従
来
予
想
の
４
０
億

４
０
０
０
万
円
を
上
回

り
、
大
幅
増
益
で
着
地

し
た
。
た
だ
、
計
測
器

需
要
拡
大
に
よ
る
好
業

績
は
事
前
に
観
測
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
、
当
面

の
材
料
出
尽
く
し
感
か

ら
売
り
が
優
勢
に
な
っ

た
。
通
期
計
画
の
８
０

億
８
０
０
０
万
円
（
前

期
比
１
０
・
９
％
増
）

に
対
す
る
２
Ｑ
の
進
捗

率
は
５
８
・
６
％
に
達

し
て
い
る
。

日
産
自
が
大
幅
続
伸

 
 

　

日
産
自
動
車
（
７
２

０
１
）
が
大
幅
続
伸
。
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
・
マ
ー
最

高
財
務
責
任
者
（
Ｃ
Ｆ

Ｏ
）
は
株
主
還
元
の
方

針
に
つ
い
て
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
の
使
い
道
で
最
優

先
課
題
は
株
主
還
元
の

向
上
だ
。
配
当
性
向
を

３
０
％
に
戻
し
た
い
」

と
述
べ
た
と
伝
わ
っ

た
。
。
為
替
が
ド
ル
円
、

ユ
ー
ロ
円
と
も
に
円
安

に
振
れ
た
こ
と
も
自
動

車
株
に
は
追
い
風
で
、

マ
ツ
ダ
（
７
２
６
１
）
や

三
菱
自
動
車
工
業
（
７

２
１
１
）
な
ど
の
上
昇

も
目
立
っ
た
。
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クオリプスはＳ高
心筋細胞シート移植経過順調

クオリプスの日足チャート

 
 

　

２
０
日
、

ク
オ
リ
プ

ス
（
４
８

９
４
）
が

急
反
発
、

ス
ト
ッ
プ

高
ま
で
買

わ
れ
た
。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
に
よ
る

「
心
筋
細

胞
シ
ー
ト

」
を
移
植

す
る
手
術

を
九
州
で
初
め
て
行
っ

た
九
州
大
学
が
会
見
を

開
き
、
経
過
が
順
調
な

こ
と
を
報
告
し
た
と
伝

わ
っ
た
。
同
社
は
大
阪

大
学
発
再
生
医
療
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
（
人
工
多
能
性
幹

細
胞
）
由
来
の
心
筋
細

胞
シ
ー
ト
な
ど
を
開
発

し
て
い
る
。
手
術
は
シ

ー
ト
を
開
発
し
た
大
阪

大
学
を
中
心
と
し
た
研

究
グ
ル
ー
プ
が
臨
床
試

験
を
進
め
て
お
り
、
２

年
以
内
に
実
用
化
を
め

ざ
す
と
い
う
。

半
導
体
関
連
株
軒
並
み
安

　

ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
（
６

８
５
７
）
や
レ
ー
ザ
ー

テ
ッ
ク
（
６
９
２
０
）
、

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
（
８

０
３
５
）
な
ど
半
導
体

関
連
株
が
軒
並
み
安
。

１
９
日
の
Ｓ
Ｏ
Ｘ
指
数

（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
半

導
体
株
指
数
）
の
下
落

に
加
え
て
オ
ラ
ン
ダ
の

半
導
体
装
置
大
手
で
あ

る
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｌ
の
株
価
が

急
落
し
た
こ
と
が
嫌
気

さ
れ
た
。

  

クロスプラ営業益6.6倍
　

ク
ロ
ス
プ
ラ
ス

（
３
３
２
０
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
２
４

年
１
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、

連
結
売
上
高
で
５

８
０
億
円
か
ら
５

９
０
億
円
（
前
期
比
３
・

４
％
増
）
へ
、
営
業
利

益
で
３
億
円
か
ら
１
２

億
円
（
同
６
・
６
倍
）

へ
上
方
修
正
、
年
間
配

当
を
１
４
円
か
ら
２
４

円
（
前
期
１
２
円
）
へ

引
き
上
げ
た
。
前
期
か

ら
継
続
し
て
仕
入
原
価

上
昇
に
対
応
す
る
価
格

転
嫁
を
更
に
進
め
た
こ

と
や
、
素
材
や
機
能
な

ど
付
加
価
値
を
高
め
た

Ｎ
Ｂ
商
品
の
強
化
に
加

え
、
ア
セ
ア
ン
生
産
比

率
を
高
め
、
仕
入
原
価

の
低
減
を
図
っ
た
。

ニ
デ
ッ
ク
35
％
営
業
増
益

　

週
末
２
１
日
、
ニ
デ

ッ
ク
（
６
５
９
４
）
が

急
伸
。
２
４
年
３
月
期

の
第
１
四
半
期
決
算
は
、

連
結
営
業
利
益
で
前
年

同
期
比
３
４
７
％
増
の

６
１
億
５
２
０
０
万
円

と
な
っ
た
。
車
載
製
品

グ
ル
ー
プ
で
Ｅ
Ｖ
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
モ
ー
タ
事
業

が
黒
字
化
し
た
こ
と
に

加
え
て
、
家
電
・
商
業
・

産
業
用
製
品
グ
ル
ー
プ

に
お
い
て
、
四
半
期
連

結
会
計
期
間
の
過
去
最

高
を
達
成
し
た
。

http://www.ohmoriya.com/
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７
月
第
４
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 日銀、政策変更へ

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は反発しまし
たが、週間の上下幅は９０１円と値
動きの荒い一週間でした。
　日経平均は３万３０００円に接近
する場面もありましたが、週末の日
銀金融政策決定会合でイールドカー
ブコントロールの修正を発表し、１
０年債の変動幅を±０．５％に引き
上げると同時に、物価見通しを改め
２０２３年度の生鮮食品を除くベー
スで２．５％へ上方修正しました。この
会合結果を受けたマーケットは円高・債
券安・株安と反応し、３万２０３７円ま
で急落する場面もありました。
　日本の金融政策が徐々にでも正常化へ
の道を歩むことは好ましいことです。デ
フレ相場からインフレ相場へと進展して
いくことが望まれます。足元は需給バラ
ンスが悪化しており調整局面もあるでし

ょうが、基本的に押し目は丹
念に拾うことで報われるもの
と思われます。

半
導
体
関
連
下
げ
目
立
つ

Ｓ
Ｏ
Ｘ
大
幅
安
で
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
減
額

東エレクの
　　日足チャート

　

２
１
日
、
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
（
８
０
３
５
）

や
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト

（
６
８
５
７
）
、
レ
ー
ザ

ー
テ
ッ
ク
（
６
９
２
０
）
、

ソ
シ
オ
ネ
ク
ス
ト
（
６

５
２
６
）
な
ど
半
導
体

関
連
の
下
げ
が
目
立
っ

た
。
米
国
市
場
で
Ｓ
Ｏ

Ｘ
指
数
が
３
・
６
％
安

と
大
幅
に
下
落
、
台
湾

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
４
～
６
月

期
決
算
が
四
半
期
ベ
ー

ス
で
約
４
年
ぶ
り
の
減

収
減
益
と
な
り
、
通
期

の
売
上
高
見
通
し
を
下

方
修
正
し
た
こ
と
も
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
材
料
に
な
っ

た
。

ゲ
ン
キ
ー
収
益
上
振
れ

　

Ｇ
ｅ
ｎ
ｋ
ｙ 

Ｄ
ｒ

ｕ
ｇ
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ

（
９
２
６
７
）
が
急
反
発
。

２
３
年
６
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

営
業
利
益
で
５
８
億
円

か
ら
６
７
億
１
０
０
０

万
円
（
前
の
期
比
１
８
・

２
％
増
）
へ
上
方
修
正

し
た
。
既
存
店
の
売
上

高
が
想
定
以
上
に
伸
長

し
た
。

公
開
価
格
5.6
％
下
回
る

ナ
レ
ル
Ｇ
の
初
値

　

ナ
レ
ル
グ
ル
ー
プ

（
９
１
６
３
）
が
東
証

グ
ロ
ー
ス
市
場
に
新
規

上
場
、
公
開
価
格
２
６

９
０
円
を
５
・
５
８
％

下
回
る
２
５
４
０
円
で

初
値
が
生
ま
れ
た
。
建

設
技
術
者
、
Ｉ
Ｔ
エ
ン

ジ
ニ
ア
派
遣
・
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
う
。

東製鐵大幅７日続伸
原料単価下落で利益上方修正

　

週
明
け

２
４
日
、

東
京
製
鐵

（
５
４
２

３
）
が
大

幅
に
７
日

続
伸
。
２

４
年
３
月

期
の
業
績

予
想
に
つ

い
て
、
営

業
利
益
で

従
来
予
想

の
３
０
０

億
円
か
ら
３
５
０
億
円

（
前
期
比
８
・
０
％
減
）

へ
上
方
修
正
し
た
。
主

原
料
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
購
入
単
価
が
想
定
を

下
回
っ
て
推
移
し
た
。

 

銀
行
下
落
率
ト
ッ
プ

　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ

（
８
３
０
６
）
な
ど
メ

ガ
バ
ン
ク
や
七
十
七
銀

行
（
８
３
４
１
）
を
は

じ
め
と
し
た
地
銀
を
含

め
銀
行
株
が
軟
調
、
上

場
３
３
業
種
中
、
銀
行

セ
ク
タ
ー
は
下
落
率
ト

ッ
プ
に
な
っ
た
。
日
銀

金
融
政
策
決
定
会
合
で

緩
和
政
策
の
現
状
維
持

を
決
め
る
可
能
性
が
高

い
と
の
報
道
を
受
け
、

売
り
が
優
勢
に
な
っ
た
。

海
外
経
済
や
賃
金
上
昇

の
持
続
性
が
不
透
明
で

物
価
目
標
達
成
へ
の
確

信
が
持
て
ず
、
イ
ー
ル

ド
・
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
（
Ｙ
Ｃ
Ｃ
）
の

枠
組
み
を
維
持
、
１
０

年
金
利
の
変
動
幅
も
上

下
０
・
５
％
で
据
え
置

か
れ
る
よ
う
で
。
金
利

上
昇
に
よ
る
利
ザ
ヤ
の

拡
大
期
待
が
後
退
し
た
。

公
開
価
格
5.6
％
下
回
る

ト
ラ
イ
ト
の
初
値

　

ト
ラ
イ
ト
（
９
１
６

４
）
が
東
証
グ
ロ
ー
ス

市
場
に
新
規
上
場
、
公

開
価
格
１
２
０
０
円
を

５
・
６
％
下
回
る
１
１

３
３
円
で
初
値
が
生
ま

れ
た
。
人
材
サ
ー
ビ
ス

と
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
中

心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
会

社
の
経
営
管
理
と
付
帯

す
る
業
務
を
行
う
。

三菱自一段の上振れも
　

２
５
日
、
三
菱

自
動
車
工
業
（
７

２
１
１
）が
大
幅

高
で
年
初
来
高
値

更
新
。
前
日
取
引

時
間
中
に
２
３
年

３
月
期
通
期
の
連

結
業
績
予
想
に
つ
い
て
、

営
業
利
益
を
１
５
０
０

億
円
か
ら
１
７
０
０
億

円
（
前
期
比
１
０
・
８
％

減
）
に
上
方
修
正
し
た
こ

と
が
引
き
続
き
好
感
さ

れ
て
お
り
、
１
ド
ル
１
４

１
円
３
０
銭
台
ま
で
進

ん
だ
円
安
に
加
え
、
価

格
・
販
売
車
種
構
成
の

改
善
な
ど
か
ら
一
段
の

上
振
れ
に
期
待
が
高
ま

っ
た
。
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カプコン日本精線

１Ｑは９９．４％営業増益
グローバル販売本数大きく伸びる

第１四半期４５％営業減益
通期予想据置き年２１０円配当継続
　日本精線（５６５９）の２４年３月期第１
四半期の連結決算は、売上高１０８億１２０
０万円（前年同期比１１．５％減）、営業利益
９億円（同４４．８％減）、最終利益６億９２
００万円（同４１．２％減）で着地した。
　太陽光発電パネルなどの製造プロセス向け
極細線は好調が続いたものの、流通在庫調整
によりステンレス鋼線の販売量が減少し操業
度損も増加、収益の牽引役だった半導体関連
業界向け超精密ガスフィルターの受注減少に
より、減収減益を余儀なくされた。
　通期は売上高４７５億円（前期比３．２％減）、
営業利益３８億円（同９．１％減）、最終利益
２６億６０００万円（同１３．８％減）と従
来予想を据え置いた。年間配当は２１０円を
継続。

　カプコン（９６９７）の２４年３月期の第
１四半期（４月～６月）決算は連結売上高で
４３８億５８００万円（前年同期比７３．８
％増）、営業利益で２４０億４７００万円（同
９９．４％増）と大幅な増収増益で着地した。
　主力シリーズの大型新作である「ストリー
トファイター６」の投入や、デジタル販売を
通じたリピートタイトルの積極的な販売推進
により、グローバルでの販売本数の増加を図
った。これにより、家庭用ゲームソフトの販
売本数は１３５０万本と、前年同期の１１７
０万本を上回った。
　同時にコンシューマゲーム開発で３ＤＣＧ
制作技術を強みとし同社の大型作品でも制作
実績のあるスタジオのソードケインズスタジ
オ（東京都千代田区）の子会社化を発表した。

中東と欧州向けが輸出許可

イーディーピー大幅高ＥＤＰの日足チャート

 
 

 

　

２
５
日
、

イ
ー
デ
ィ

ー
ピ
ー

（
７
７
９

４
）
が
大

幅
高
。
輸

出
保
留
と

な
っ
て
い

た
中
東
向

け
種
結
晶

と
欧
州
向

け
基
板
が

輸
出
許
可

を
得
た
と

発
表
し
た
。

主
力
製
品
で
あ
る
Ｌ
Ｇ

Ｄ
（
人
工
宝
石
）
製
造

用
の
種
結
晶
の
取
扱
い

を
当
局
と
協
議
し
て
い

た
が
、
半
導
体
基
板
と

同
様
に
規
制
対
象
と
し

て
改
正
後
の
法
令
に
則

し
た
輸
出
許
可
申
請
が

必
要
と
の
見
解
が
当
局

よ
り
示
さ
れ
て
い
た
。

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
問
題

　
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
８
６
３

０
）
が
商
い
を
伴
い
４

日
続
落
。
中
古
車
販
売

大
手
ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー

に
よ
る
保
険
金
水
増
し

請
求
問
題
を
巡
る
不
透

明
感
か
ら
売
り
圧
力
が

強
ま
っ
た
。
傘
下
の
損

害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
は
２

０
１
１
年
か
ら
延
べ
３

７
人
が
ビ
ッ
グ
モ
ー

タ
ー
へ
出
向
、
出
向
者

数
は
他
損
保
各
社
よ
り

も
多
く
、
修
理
部
門
の

担
当
部
長
を
務
め
た
出

向
者
が
い
た
こ
と
も
伝

わ
っ
た
。
ビ
ッ
グ
モ
ー

タ
ー
に
よ
る
保
険
金
不

正
請
求
に
つ
い
て
、
損

保
ジ
ャ
パ
ン
は
社
外
弁

護
士
に
よ
る
調
査
委
員

会
を
設
置
し
て
調
査
を

行
う
と
発
表
し
た
。

ウ
イ
ル
コ
Ｈ
Ｄ
優
待
制
度
新
設

 
 

 
 

　

２
６
日
、
ウ
イ
ル
コ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
７
８
３
１
）
が
急
伸
。

株
主
優
待
制
度
の
新
設

を
発
表
し
た
。
１
０
月

末
現
在
１
０
単
元
以
上

の
株
主
に
７
０
０
０
円

相
当
の
子
会
社
製
品

（
化
粧
品
）
な
ど
を
贈

呈
す
る
。

日
パ
レ
ト
２
桁
営
業
減
益

　
日
本
パ
レ
ッ
ト
プ
ー

ル
（
４
６
９
０
）
が
急
落
。

２
４
年
３
月
期
の
第
１

四
半
期
（
４
～
６
月
）

決
算
を
発
表
、
連
結
営

業
利
益
で
前
年
同
期
比

１
０
・
５
％
減
の
２
億

１
８
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
販
売
売
上
高
は
前

期
実
績
を
下
回
っ
た
。

公
開
価
格
63
％
上
回
る

テ
ク
ニ
ス
コ
の
初
値

 
 

 
 

 

　

テ
ク
ニ
ス
コ
（
２
９

６
２
）
が
東
証
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
市
場
に
新
規
上

場
、
公
開
価
格
５
６
０

円
を
６
３
・
２
％
上
回

る
９
１
４
円
で
初
値
が

生
ま
れ
た
。
同
社
は
精

密
加
工
部
品
事
業
（
ヒ

ー
ト
シ
ン
ク
製
品
と
ガ

ラ
ス
製
品
な
ど
の
製

造
・
販
売
）
を
行
う
。
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今期も過去最高売上高へ
ＤＸなど研究開発投資増が追い風

ア
ジ
ア
市
場
開
拓
も
強
化

英　

和

（
９
８
５
７
）

英和の日足チャート

　英和（９８５７）は工業用計測制御機器、
環境計測・分析機器、測定・検査機器、産業
機械の分野で、あらゆる産業のハイテク化に
貢献する技術総合商社で、単に「物を売る商
社」ではなく、「提案型セールスエンジニア
企業」へと変貌している。
　生産性向上や業務効率化を目的としたデジ
タルトランスフォーメーション(ＤＸ)の推進
や２０５０年のカーボンニュートラル社会の
実現に向けた新技術開発のための研究開発投
資増は追い風で、ＥＶ・ＣＡＳＥに関連する
高精度精密測定機器、性能試験機、評価装置
などの提案を推進しており、ＪＡＲＩ（一般
財産法人日本自動車研究所）標準セルを応用
した電解セルや試験装置への引き合いも増加

している。
　工業用計測機器
では稼働率が高い

製造用機
械・電気
機器、造
船業界向
けに各種
センサー

の販売が伸長、環境計測・分析機器で
は社会インフラ向け各種分析計の販売
が好調に推移し、コンビナートエリア
での定期修理に伴うリプレイス需要な
どをも取り込み、今２４年３月期は連
結売上高４２０億円（前期比１．７％
増）、営業利益１９億５０００万円
（同２．９％増）、純利益１３億２５
００万円（同０．５％増）と前期に続
き過去最高の売上高を見込む。
　日本とアジア
の現地法人が連
携しながら市場
開拓を行う「ア
ジア市場開発ブ
ロック」を新設、
アジア地域も強
化している。

テ
セ
ッ
ク
Ｓ
高
で
新
値

第
１
四
半
期
71
％
営
業
増
益

テセックの日足チャート
　
２
６
日
、
テ
セ
ッ
ク

（
６
３
３
７
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
ま
で
買
わ
れ
年

初
来
高
値
を
更
新
し
た
。

２
４
年
３
月
期
の
第
１

四
半
期
（
４
～
６
月
）

決
算
を
発
表
、
連
結
売

上
高
で
前
年
同
期
比
５

５
．
２
％
増
の
２
５
億

１
３
０
０
万
円
、
営
業

利
益
で
同
７
０
．
９
％

増
の
５
億
２
０
０
０
万

円
と
大
幅
増
収
増
益
で

着
地
し
た
こ
と
を
好
感

し
た
買
い
を
集
め
た
。

半
導
体
製
造
装
置
向
け

の
ハ
ン
ド
ラ
（
選
別
装

置
）
や
テ
ス
タ
ー
（
測

定
装
置
）
が
拡
大
、
受

注
高
が
同
７
８
・
９
％

増
の
２
６
億
６
２
０
０

万
円
と
大
き
く
伸
び
、

ユ
ニ
ッ
ト
生
産
の
垂
直

統
合
な
ど
能
力
増
強
に

も
取
り
組
ん
だ
。

カプコン売上利益大幅増

 
 

 

　

２
７
日
、
カ

プ
コ
ン
（
９
６

９
７
）
が
急

伸
。
、
２
４
年

３
月
期
の
第
１

四
半
期
決
算
は
、

連
結
売
上
高
４

３
８
億
５
８
０

０
万
円
（
前
年

同
期
比
７
３
・

８
％
増
）
、
営

業
利
益
で
２
４

０
億
４
７
０
０

万
円
（
同
９

９
・
４
％
増
）

と
大
幅
な
増
収

増
益
で
着
地
し
た
。
大

型
新
作
「
ス
ト
リ
ー
ト

フ
ァ
イ
タ
ー
６
」
投
入

や
デ
ジ
タ
ル
販
売
に
よ

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
販

売
本
数
が
増
加
。
３
Ｄ

Ｃ
Ｇ
制
作
技
術
が
強
み

の
ソ
ー
ド
ケ
イ
ン
ズ
ス

タ
ジ
オ
の
子
会
社
化
を

発
表
し
た
こ
と
も
好
感
。

ト
プ
コ
ン
55
％
営
業
減
益

 
 

 
 

　

ト
プ
コ
ン
（
７
７
３

２
）
が
急
落
。
２
４
年

３
月
期
の
第
１
四
半
期

（
４
～
６
月
）
決
算
を

発
表
、
連
結
営
業
利
益

で
前
年
同
期
比
５
５
・

２
％
減
の
１
７
億
１
７

０
０
万
円
と
な
っ
た
こ

と
が
嫌
気
さ
れ
た
。
人

員
増
や
イ
ン
フ
レ
の
影

響
に
伴
う
経
費
の
増
加

な
ど
が
要
因
。

公
開
価
格
の
２
・
５
倍

エ
コ
ナ
ビ
ス
タ
の
初
値

 
 

 
 

 

　

前
日
に
東
証
グ
ロ
ー

ス
市
場
に
新
規
上
場
し

た
エ
コ
ナ
ビ
ス
タ
（
５

５
８
５
）
が
公
開
価
格

１
３
０
０
円
の
２
・
５

倍
と
な
る
３
３
０
０
円

で
初
値
を
つ
け
た
。
睡

眠
解
析
技
術
を
通
じ
た

健
康
状
態
推
移
予
測
Ａ

Ｉ
開
発
と
開
発
し
た
Ａ

Ｉ
を
実
装
し
た
「
ラ
イ

フ
リ
ズ
ム
ナ
ビ
＋
Ｄ
ｒ
．

」
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
社

会
課
題
解
決
型
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
の
提
供
す
る
。

https://www.eiwa-net.co.jp/index.php
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ＩＰＯＩＰＯ 独立系検査会社初の公開
自
動
車
向
け
試
験
に
強
み

クオルテック
（９１６５）

クオルテック本社

山口友宏社長

　

ク
オ
ル
テ

ッ
ク
（
９
１

６
５
）
が
７

月
２
８
日
に

東
証
グ
ロ
ー
ス
市
場
に
新
規
上
場
し
た
。

　

信
頼
性
評
価
事
業
、
微
細
加
工
事
業
、

そ
の
他
事
業
の
３
つ
の
柱
で
事
業
を
展
開
。

信
頼
性
評
価
事
業
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
メ
ー
カ
ー
の
半
導
体

や
電
子
部
品
解
析
・
評
価
、
微
細
加
工
は

レ
ー
ザ
ー
加
工
機
に
よ
る
微
細
技
術
を
駆

使
し
、
数
十
ミ
ク
ロ
ン
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
基

盤
の
加
工
や
サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン
の
Ｌ
Ｓ
Ｉ
に

対
応
、
そ
の
他
事
業
は
遺
伝
子
検
査
や
メ

ッ
キ
に
よ
る

表
面
処
理
を

手
が
け
て
い

る
。

　

信
頼
性
評

価
事
業
の
メ

イ
ン
顧
客
は

自
動
車
メ
ー

カ
ー
向
け
。

自
動
車
に
搭
載

さ
れ
る
パ
ワ
ー

半
導
体
な
ど
は

耐
熱
・
耐
水
な
ど
様
々
な
厳
し
い
環
境

で
も
安
定
し
た
動
作
が
求
め
れ
る
な
か

で
、
製
品
の
故
障
解
析
に
と
ど
ま
ら
ず

問
題
解
決
を
含
め
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、
１
９
９
３
年
１
月

の
創
業
以
来
、
積
み
重
ね
た
技
術
に
よ

り
、
大
手
メ
ー
カ
ー
系
に
劣
ら
な
い
信

頼
性
を
得
て
、
今
回
、
独
立
系
の
検
査

会
社
と
し
て
業
界
初
の
上
場
と
な
る
。

　

近
年
、
検
査
不
正
な
ど
の
不
祥
事
に

よ
り
日
本
の
も
の
作
り
へ
の
信
頼
性
が

薄
れ
つ
つ
あ
る
。
山
口 

友
宏
社
長
は

「
今
回
の
上
場
に
よ
り
独
立
系
検
査
会

社
と
し
て
の
知
名
度
と
信
頼
性
を
高
め
て
、

優
秀
な
技
術
者
の
増
員
を
図
り
日
本
の
製

造
業
の
巻
き
返
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
る
。
今
後
、
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
が
普
及
す
る
な
か
で
車
載
部
品

の
評
価
試
験
の
ニ
ー
ズ
は
確
実
に
高
ま
る

こ
と
か
ら
今
回
の
上
場
を
契
機
に
中
長
期

的
な
成
長
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

【
上
場
要
綱
】

　

本
社
＝
大
阪
府
堺
市
堺
区
三
宝
町
４
丁

２
３
０
番
地

　

代
表
取
締
役
社
長
＝
山
口　

友
宏

　

公
開
株
数
合
計
＝
１
２
０
万
５
０
０
０

株
　

公
募
株
式
数
＝
２
５
万
株

　

売
出
株
数
＝
９
５
万
５
０
０
０
株

　

売
買
単
位
＝
１
０
０
株

　

公
募
価
格
＝
２
５
４
０
円

　

初
値
＝
２
３
３
６
円

金
融
株
利
ざ
や
改
善
期
待

三菱ＵＦＪの
　　　 日足チャート

　

週
末
２
８
日
、
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
グ
ル
ー
プ
（
８
０

３
６
）
な
ど
メ
ガ
バ
ン

ク
を
筆
頭
に
金
融
株
が

後
場
か
ら
軒
並
み
値
を

上
げ
た
。
日
銀
が
金
融

政
策
決
定
会
合
で
イ
ー

ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
運
用
を
柔
軟

化
す
る
こ
と
を
決
定
、

長
期
金
利
の
変
動
幅
は

上
下
０
・
５
％
を
目
途

と
し
、
１
０
年
物
国
債

を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
連
続
指
し
値
オ
ペ
の

利
回
り
を
０
・
５
％
か

ら
１
・
０
％
に
引
き
上

げ
る
想
定
よ
り
タ
カ
派

な
内
容
に
利
ざ
や
改
善

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。

公
開
価
格
7.5
％
下
回
る

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
の
初
値

　

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
（
９
１

６
６
）
が
東
証
グ
ロ
ー

ス
市
場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
１
７
７
０
円

を
７
・
５
％
下
回
る
１

６
３
７
円
で
初
値
が
生

ま
れ
た
。
傘
下
の
複
数

の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
会
社
を
経
営
支
援
す

る
純
粋
持
株
会
社
で
主

力
は
「
Ｇ
ｉ
Ｇ
Ｏ
」
ブ

ラ
ン
ド
を
主
と
し
た
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設

約
２
５
０
店
舗
の
運
営
。

公
開
価
格
８
％
下
回
る

ク
オ
ル
テ
ッ
ク
の
初
値

　　

ク
オ
ル
テ
ッ
ク
（
９

１
６
５
）
が
東
証
グ
ロ
ー

ス
市
場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
２
５
４
０
円

を
８
％
下
回
る
２
３
３

６
円
で
初
値
が
生
ま
れ

た
。
電
子
部
品
の
不
良

解
析
・
信
頼
性
試
験
等

の
受
託
、
レ
ー
ザ
加
工
・

表
面
処
理
（
め
っ
き
）

技
術
を
中
心
と
し
た
微

細
加
工
な
ど
を
行
う
。
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相
場
展
望

日
本
株
の
優
位
性
継
続

８
月
下
旬
か
ら
新
し
い
ト
レ
ン
ド

光世証券

西川 雅博 氏取締役

　

注
目
の
中
銀
ウ
ィ
ー
ク
を
通
過

し
た
が
、
日
銀
の
み
に
Ｙ
Ｃ
Ｃ
の

柔
軟
運
用
方
針
で
サ
プ
ラ
イ
ズ
が

あ
っ
た
。
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
と
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の

０
・
２
５
ポ
イ
ン
ト
の
利
上
げ
に

つ
い
て
は
大
方
の
予
想
通
り
で
市

場
の
反
応
は
限
定
的
だ
っ
た
。
パ

ウ
エ
ル
議
長
は
市
場
と
の
ス
ム
ー

ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
成

功
し
て
い
る
。
利
上
げ
そ
の
も
の

の
評
価
や
影
響
よ
り
サ
プ
ラ
イ
ズ

を
嫌
う
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
意
図
が
反
映
し

て
い
る
こ
と
自
体
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
要
因
だ
ろ
う
。

日
銀
の
金
融
政
策
に
つ
い
て
は
出
口
戦
略
へ
の
歩

み
は
遅
か
れ
早
か
れ
避
け
ら
れ
な
い
。
今
後
も
一

喜
一
憂
せ
ず
穏
や
か
に
長
く
付
き
合
う
要
件
と
の

認
識
が
必
要
だ
。

　

利
下
げ
時
期
は
と
も
か
く
、
米
欧
と
も
に
政
策

金
利
（
Ｆ
Ｆ
金
利
の
誘
導
目
標
）
が
２
２
年
ぶ
り

の
高
水
準
に
到
達
し
、
利
上
げ
打
ち
止
め
は
近
い

と
い
う
の
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
だ
ろ
う
。
当
局
の
け

ん
制
が
な
け
れ
ば
、
利
下
げ

期
待
が
先
行
し
て
株
価
は
上

昇
し
や
す
い
局
面
に
あ
る
。

２
０
０
６
年
６
月
が
最
終
利

上
げ
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
で
は

利
下
げ
開
始
の
２
０
０

７
年
９
月
ま
で
１
年
３

カ
月
に
わ
た
り
５
・
２

５
％
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
レ
ー
ト
が
続

い
た
。
同
期
間
株
価
は
上
昇
を
続

け
、
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
の
上
昇
率
は
２
０

０
７
年
１
０
月
に
天
井
を
打
つ
ま

で
３
０
％
を
超
え
て
い
る
。
利
上

げ
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
が
大
規
模
な
リ

ス
ク
オ
ン
状
況
を
招
い
た
。
こ
の
間
、
拡
大
を
続

け
た
金
融
機
関
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が
そ
の
後
に

大
き
く
棄
損
し
て
１
年
後
、
２
０
０
８
年
９
月
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
な
が

っ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
、
イ
ン
フ

レ
期
待
の
加
速
が
鎮
静
化
し
つ
つ
あ
る
現
況
に
お

い
て
、
利
下
げ
期
待
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の

拡
大
を
伴
う
資
産
価
格
の
上
昇
に
は
最
大
限
の
注

意
を
払
う
で
あ
ろ
う
。
米
国
金
融
当
局
の
中
立
姿

勢
は
、
中
長
期
の
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
お
け
る
日

本
株
の
優
位
性
継
続
の
背
景
に
な
る
と
見
て
い
る
。

　

第
１
四
半
期
（
４
～
６
月
期
）
の
決
算
発
表
が

始
ま
っ
た
。
バ
ラ
ツ
キ
は
あ
る
が
現
在
の
と
こ
ろ

は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
反
応
が
鮮
明
な
印
象
だ
。
今
期
に

関
し
て
は
イ
ン
フ
レ
定
着
と
売
り
上
げ
へ
の
影
響

が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
３
０
年
以
上
経

験
し
て
い
な
い
視
点
で
あ
り
、
消
化
が
難
し
い
も

の
の
、
全
体
と
し
て
業
績
へ
の
プ
ラ
ス
影
響
は
軽

視
で
き
な
い
。
業
種
・
業
態
に
も
よ
る
が
、
今
後

値
上
げ
が
浸
透
す
る
に
つ
れ
売
上
だ
け
で
な
く
利

益
面
へ
の
寄
与
も
期
待
出
来
る
。
長
ら
く
実
感
が

な
い
事
象
だ
け
に
、
投
資
家
の
懐
疑
的
な
見
方
が

息
の
長
い
上
昇
相
場
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

し
ば
ら
く
レ
ン
ジ
相
場
が
続
く
可
能
性
が
大
き

い
が
、
８
月
２
４
日
～
２
６
日
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ホ

ー
ル
会
議
あ
た
り
か
ら
新
し
い
ト
レ
ン
ド
が
始
ま

る
と
予
想
し
て
い
る
。
個
別
で
は
日
本
製
鉄
（
５

４
０
１
）
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
Ｇ
（
８

３
０
６
）
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
Ｇ
（
９
９
８
４
）
。

https://marketpress.jp/
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株街往来
星野三太郎の

～深刻化する建設費用増～
 

　

２
０
２
５

年
開
催
予
定
の
大
阪
・
関
西

万
博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
建
設
が

進
ん
で
い
な
い
。

　

人
手
不
足
や
鋼
材
な
ど
の

資
材
高
で
、
建
設
費
用
が
高

騰
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と

の
こ
と
だ
。
「
き
つ
い
」
「
汚

い
」
「
危
険
」
の
３
Ｋ
か
ら

建
設
業
に
従
事
す
る
人
は

年
々
減
少
し
て
い
る
が
、
労

働
環
境
改
善
を
図
る
べ
く
２

０
２
４
年
４
月
か
ら
は
一
般

企
業
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
」が
、

建
設
業
に
も
適
用
と
な
る
。
人
員
増
強
は
簡
単
で
は
な
く
、

新
規
制
適
用
に
よ
り
工
期
も
従
来
以
上
に
長
期
化
す
る
可

能
性
が
高
く
、
建
設
費
用
は
更
に
高
騰
す
る
可
能
性
が
高

そ
う
だ
。

　

万
博
開
催
時
期
の
延
期
も
や
む
を
得
な
い
と
思
う
が
、

万
博
以
外
で
も
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
改
修
が
行
わ
れ
な

い
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
建
設
費
用
高
騰
の
影
響
を
聞

く
。
改
修
の
見
積
を
見
る
と
予
想
以
上
の
高
騰
で
「
こ
ん

な
に
高
い
ハ
ズ
は
な
い
！
」
と
し
て
改
修
に
反
対
す
る
住

人
が
増
え
て
い
る
か
ら
だ
。

　

役
人
や
住
人
な
ど
依

頼
す
る
側
は
建
設
現
場

の
苦
境
を
深
刻
に
受
け

止
め
て
い
な
い
フ
シ
が

あ
る
。
金
を
積
め
ば
モ

ノ
が
で
き
る
時
代
は
終

わ
っ
た
。
抜
本
的
な
改

善
策
が
求
め
ら
れ
る
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

「大阪王将 羽根つき餃子」

イ
ー
ト
ア
ン
ド２３年秋冬新商品とリニューアル品

おうちで楽しむ街中華

 

　イートア
ンドホール
ディングス
（２８８２）
グループの
イートアン
ドフーズは
「大阪王将 

おうちで楽しむ街中華」をコンセプトに、中
華専門店「大阪王将」の味を家庭に届ける冷
凍食品の新商品５品とリニューアル品９品、
常温調味料のリニューアル品７品を８月から
全国の量販店で販売を開始する。
　「大阪王将 羽根つき餃子」は羽根が「パリ
ッ」と焼きあがるようリニューアル。家庭で
プロ級の羽根が楽しめる。また「大阪王将 羽
根つき餃子」「大阪王将　ぷるもち水餃子」「大
阪王将 羽根つきスタミナ肉餃子」の定番商品
３品は、具材の味もリニューアル。隠し味と
して自家製焦がし味噌を開発、素材の味を引
き立てるうまみ、香り、コクで、「大阪王将」
ならではの街中華の味に仕上けている。

「
唐
が
ら
し
族
」<

鬼
辛>

鮮烈な強い辛みがクセに
「唐がらし族」＜鬼辛＞ 新登場！

ハ
ウ
ス
食
品

　ハウス食品グループ
本社（２８１０）グルー
プのハウス食品は、唐
がらしブレンド製品の

「唐がらし族」＜鬼辛＞
を、８月１４日からスー
パーなどで発売する。
　一般的な辛みの唐が
らしに、辛みの強さと
質にこだわりハバネロ、
ジョロキア系の非常に
辛みの強い唐がらしを
ブレンド。「唐がらし
族」シリーズ史上最強
の鮮烈な強い辛みがク
セになる。内容量は４
５ｇで税別希望小売価

格は４００円。
　これに加えて好評発売中の後味のキレのよ
い辛さを特徴とする「唐がらし族」＜大辛＞
も風味とパッケージデザインをリニューアル。
内容量４５ｇで税別希望小売価格は３６０円。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
２
年
１
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

米国株更なる上昇期待
予想に反し経済、企業収益は良好

政
策
金
利
引
上
げ
は
終
了

シグマクシスＨＤ
　　　の日足チャート

　２６日の
米ダウ工業
株３０種平
均は８２ド
ル高の３万
５５２０ド
ルと１３日

続伸した。１３連騰は１９８７年１月以来、３
６年半ぶりの記録。１４連騰となればダウ平均
が３０銘柄になった１９２８年以降では記録が
ない。
　米国の決算発表も半数が終えた。ファクトセ
ット・リサーチ・デスクによれば７月２１日時
点で、決算発表したＳ＆Ｐ５００構成銘柄の７
５％で１株利益（ＥＰＳ）が市場予想を上回り、
６１％で売上高が市場予想を上回った。ただ、
市場予想を上回った企業数や上回り率は共に５
年平均を下回った。
　ＧＡＦＡＭ（グーグル：アルファベット、ア
マゾン、フェイスブック：メタ、アップル、マ
イクロソフト）、テスラ、エヌビディアといっ
た超大型ハイテク企業の業績に対する市場の期
待が高まっている一方、生成ＡＩへの期待が過
大に織り込まれている可能性には注意が必要だ。
　バークレイズの試算によれば２３年ＥＰＳ予
想は超大型ハイテク株で年初来で７％増加した
一方で、超大型ハイテク株を除いたＳ＆Ｐ５０
０では同６％減少、超大型ハイテク株を除いた
ハイテクセクターでは同８％減少した。２４年

ＥＰＳ
見通し
でも超
大型ハ
イテク
株だけ
が増加
を見込
む格好
となっ
ている。
　また、

利益率に対
する圧力が
高まってい
る点にも注
意が必要だ。
米物価指標
の鈍化が鮮
明になる中、
コロナ禍以
降のインフ
レ基調に乗
って利益を
上げてきた
企業にも逆
風が吹いて
いる。賃金
上昇が依然
として粘り
強く、景気
減速に伴って需要が鈍化し在庫が増加
している。価格決定力を維持できなく
なった企業も目立ち始めた。テスラは
その一例だ。とはいえ、企業業績が予
想以上に堅調となっているのは事実。
金利上昇と高インフレによる景気懸念
が以前から指摘されていたが、予想に
反して経済が堅調である。
　米連邦準備理事会（ＦＲＢ）は市場
の想定通り０．２５％の利上げを行い、
フェデラルファンド（ＦＦ）レートの
誘導水準を５．２５～５．５０％とした。
政策金利の引き下げフェーズへの移行
は、まだまだ先だろうが、引き上げフ
ェーズの終了がはっきりと確認できれ
ば、実体経済や企業収益が良好である
ため、米国株の更なる上昇が期待でき
る。米国株が堅調ならば、日本株にも
上昇期待が高まることになる。
　潮流銘柄はシグマクシス・ホールデ
ィングス（６０８８）、日本紙パルプ
商事（８０３２）、平田機工（６２５８）。



marketpress11 第360号 2023年7月31日

 

敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物日足チャート

ＮＹダウの週足チャート

日銀ショックにはならなかった(日銀本店)

３
万
３
０
０
０
円
台
を
狙
う

イ
ベ
ン
ト
通
過

　

で
上
昇
期
待
！

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
４
５
４
円
高
と
４
週
ぶ
り
に
週

足
陽
線
と
な
っ
た
。
「
中
銀
ウ
ィ
ー

ク
」
だ
っ
た
先
週
は
市
場
の
予
想

通
り
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
０
・
２
５
％
、

Ｅ
Ｃ
Ｂ
も
０
・
２
５
％
の
利

上
げ
を
行
っ
た
。
日
銀
も
金

融
緩
和
は
続
け
る
が
、
長
期

金
利
を
１
％
ま
で
容
認
す
る

方
針
を
発
表
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
方
針
変
更
も
市
場
で

は
あ
る
程
度
予
想
さ
れ
て
い
た
こ

と
で
は
あ
る
が
、
場
中
に
で
る
と

や
は
り
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
取
引
が
動

き
を
大
き
く
す
る
。
金
曜
日
は
下

げ
幅
が
一
時
８
０
０
円
を
超
え
る

な
ど
今
年
一
番
の
下
げ
幅
と
な
っ

た
が
、
引
け
て
み
れ
ば
前
日
比
１

３
１
円
安
ま
で
戻
し
て
お
り
「
日

銀
シ
ョ
ッ
ク
」
と
は
な
ら

な
か
っ
た
。

　

金
曜
日
に
は
先
物
で
３
万

２
０
０
０
円
ま
で
売
ら
れ
た

が
、
大
台
を
割
ら
ず
に
戻
し

て
お
り
、
こ
の
３
万
２
０
０

０
円
が
当
面
の
下
値
と
し
て

機
能
し
そ
う
で
あ
る
。
Ｎ
Ｙ

ダ
ウ
も
１
９
８
７
年
以
来
の

１
３
連
騰
を
記
録
す
る
な
ど

海
外
も
「
中
銀
ウ
ィ
ー
ク
」

の
イ
ベ
ン
ト
を
無
難
に
こ
な

し
上
値
を
狙
う
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　

も
う
一
つ
注
目
さ
れ
て
い
た

日
本
の
最
低
賃
金
は
全
国
平
均

で
１
０
０
２
円
と
初
め
て
１
０
０

０
円
台
に
乗
っ
て
き
た
。
増
加
額

は
４
１
円
と
過
去
最
大
と
な
っ
た
。

だ
が
、
依
然
先
進
国
の
中
で
は
日

本
の
最
低
賃
金
は
最
下
位
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
（
約
２
２
３
０
円
）

の
半
分
以
下
、
お
隣
の
韓
国
（
約

１
０
８
５
円
）
よ
り
も
低
い
状
況

な
の
だ
。

　

物
価
上
昇

が
鮮
明
に
な

っ
て
き
て
い

る
昨
今
、
労

働
者
の
大
幅

な
所
得
増
な

し
で
は
日
本

経
済
は
再
び

失
速
し
か
ね

な
い
。
継
続

的
な
大
幅
増

額
を
期
待
し

た
い
。

　

今
週
は
国
内
で
は
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
は
無
く
、
８
月
４
日
の
米
７

月
雇
用
統
計
に
注
目
は
集
ま
ろ
う
。

国
内
は
四
半
期
決
算
発
表
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
た
め
、
個
別
物
色
の

動
き
が
強
ま
り
そ
う
で
あ
る
。

　

日
経
平
均
の
チ
ャ
ー
ト
で
は
金

曜
日
に
乱
高
下
が
あ
っ
た
が
、
引

け
で
５
日
移
動
平
均
線
（
３
万
２

７
４
０
円
処
）
や
２
５
日
移
動
平

均
線
（
３
万
２
７
３
３
円
処
）
を

上
回
っ
て
引
け
て
い
る
こ
と
は
先

高
期
待
は
大
き
い
。
乱
高
下
に
よ

り
目
先
の
ふ
る
い
落
と
し
も
完
了

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今

週
は
３
万
３
０
０
０
円
台
を
狙
う

相
場
展
開
を
想
定
す
る
。

　

今
週
の
相
場
レ
ン
ジ
は
３
万
２

２
０
０
円
～
３
万
３
２
０
０
円
を

想
定
す
る
。　
　
　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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記者の視点

相場見通し

ドル円の日足チャート 為
替
の
落
ち
着
き
が
鍵

日
銀
シ
ョ
ッ
ク
の
余
韻
は
？

 

　

７
月
最
終
週
の

中
銀
ウ
ィ
ー
ク
は

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
は
無
事

通
過
し
た
も
の
の
、

東
京
市
場
は
日
銀
金
融
政
策
決

定
会
合
の
結
果
発
表
を
受
け
て

波
乱
の
動
き
に
な
っ
た
。

　

２
７
日
大
引
け
後
の
ナ
イ
ト

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
日
経
先
物
で

３
万
３
０
０
０
円
を
超
え
る
上

昇
に
な
っ
て
い
た
が
、
深
夜
２

時
頃
の
日
本
経
済
新
聞
電
子
版

で
「
日
銀
、
金
利
操
作
を
柔
軟

運
用 

上
限
０
・
５
％
超
え
容

認
案
」
と
報
じ
た
こ
と
で
一
転

売
り
優
勢
の
動
き
と
な
っ
た
。

２
７
日
１
２
時
過
ぎ
の
結
果
発

表
後
は
一
時
戻
す
動
き
な
っ
た

が
、
長

期
金
利

の
変
動

幅
は
上

下
０
・

５
％
を

「
目
途
」

と
し
、

１
０
年

物
国
債

を
対
象

に
実
施

し
て
い
る
連
続
指
し
値
オ
ペ
の

利
回
り
を
０
・
５
％
か
ら
１
・

０
％
に
引
き
上
げ
る
内
容
は
想

定
よ
り
も
タ
カ
派
な
内
容
と
受

け
止
め
ら
れ
、
日
経
平
均
は
一

時
３
万
２
０
３
７
円
５
５
銭
ま

で
値
を
崩
し
て
い
る
。

　

中
銀
ウ
ィ
ー
ク
が
通
過
す
る

こ
と
で
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す

展
開
を
期
待
し
た
い
が
、
今
回

の
日
銀
金
融
政
策
決
定
会
合
を

受
け
て
為
替
は
１
ド
ル
１
３
８

円
台
央
ま
で
円
高
と
な
っ
た
。

為
替
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す

ま
で
は
下
値
不
安
が
付
き
ま
と

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

今
週
は
海
外
で
は
８
月
１
日

に
米
７
月
Ｉ
Ｓ
Ｍ
製
造
業
景
況

指
数
、
２
日
に
Ａ
Ｄ
Ｐ
雇
用
統

計
、
３
日
に
米
７
月
Ｉ
Ｓ
Ｍ
非

製
造
業
景
況
指
数
、
４
日
に
米

７
月
雇
用
統
計
が
発
表
さ
れ
、

こ
れ
ら
内
容
次
第
で
は
次
回
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
の
利
上
げ
動
向
に
思

惑
が
働
こ
う
。

　

国
内
で
は
３
１
日
に
６
月
鉱

工
業
生
産
、
１
日
の
６
月
失
業

率
・
有
効
求
人
倍
率
あ
た
り
。

個
別
で
は
３
１
日
の
第
一
三
共
、

京
セ
ラ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
村

田
製
作
所
、
８
月
１
日
に
三
井

物
産
、
ニ
チ
レ
イ
、
２
日
に
イ

ビ
デ
ン
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
、
３

日
の
任
天
堂
な
ど
主
要
企
業
の

第
１
四
半
期
決
算
の
内
容
が
注

目
さ
れ
よ
う
。

今週のスケジュール

 

・31日 6月商業動態統計、6月鉱工業生産
　　　 7月消費動向調査
　　　 中国7月コンポジットPMI、中国7月製
　　　 造業PMI、中国7月非製造業PMI
・１日 6月失業率･有効求人倍率
　　　 中国7月Caixin製造業PMI
　　　 米6月JOLTS求人件数、米7月ISM製造
　　　 業景況指数
・２日 6月15･16日開催の日銀金融政策決定
　　　 会合議事要旨
　　　 7月マネーストック
　　　 米7月ADP雇用統計
・３日 英金融政策委員会
　　　 米7月ISM非製造業景況指数
・４日 米7月雇用統計
・７日 7月27･28日開催の日銀金融政策決定
　　　 会合の｢主な意見｣
　　　 6月景気動向指数
・８日 6月家計調査
　　　 7月景気ウォッチャー調査
　　　 中国7月貿易収支
　　　 米6月貿易収支
・９日 7月マネーストック
　　　 中国7月生産者物価、中国7月消費者
　　　 物価
・10日 7月国内企業物価
　　　  米7月消費者物価
・11日 米7月生産者物価
　　　 米8月ミシガン大学消費者マインド
　　　 指数
   

編 

集 

後 

記

　

梅
雨
明
け
以
降
、
猛
烈
な
暑

さ
が
続
い
て
い
る
。
２
８
日
に

は
今
年
最
多
の
２
５
１
地
点
で

猛
暑
日
に
な
り
、
過
去
最
多
の

４
０
都
道
府
県
で
熱
中
症
警
戒

ア
ラ
ー
ト
が
発
せ
ら
れ
た
。
正

に
命
に
か
か
わ
る
暑
さ
で
今
年

で
９
１
歳
に
な
る
母
は
エ
ア
コ

ン
を
つ
け
た
部
屋
に
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
体
調
を
崩
し
て

し
ま
っ
た
。
病
院
で
点
滴
を
打

っ
て
事
な
き
を
得
た
が
、
８
月

上
旬
に
は
１
０
年
に
１
度
の
暑

さ
に
な
る
ら
し
く
注
意
が
必
要
。

　

週
末
の
東
京
市
場
は
日
銀
政

策
を
巡
り
波
乱
な
が
ら
、
引
け

に
か
け
戻
し
大
事
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
事
前
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

メ
ン
ト
効
果
が
あ
っ
た
と
思
う
。

 

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


